
 

ご 挨 拶  

関東徳高会会長  松山 哲則             

第 27 期生 

 会員の皆様、いかがお過ごしでし

ょうか。コロナ禍で、昨年・今年と

総会の開催が出来ない状況が続き、

早く、コロナウイルス感染の早い終

息と、従来の平穏な世の中が戻るこ

とを願うばかりです。コロナ禍に加

え、自然災害、国際情勢の不安定、様々な事象の発生を

目の当たりにするたび、いかに平穏な日々が大切なのか

を再認識させられる日々です。そのような中、世界自然

遺産への登録決定の明るいニュースが救いでした。 

 ◆徳之島高校・情報 

 3月末に、立石賢二校長が、定年を迎えられ、退職さ

れました。関東徳高会の総会では、徳之島高校の様々な

活動をご紹介いただき、また公務でご出席できない際に

も、事前のビデオレターを頂き、総会で披露させて頂い

たのも記憶に新しいところです。さらに退職にあたり、

ご丁寧な、お手紙を頂戴し、そのなかで昨年度、国（文

部科学省）が募集した地域との協働による高等学校教育

改革推進事業として「地域魅力化型 34校」の1校に選

ばれたとお知らせがありました。徳之島高校にご尽力い

ただいたことに感謝申し上げ、ここにご報告させていた

だきます。 

 ４月には、玉利博文校長が、就任され、ごあいさつの

お手紙をいただきました。・・・・「時を守り、場を清め、

礼を正す」の教育理念のもと「文武両道」を維持しつつ

「生きる力」（自分で稼いで飯を食う力）の育成に取り組

んでいきます。・・・とコロナ禍の厳しい環境の中での教

職員の皆様の取り組み、意気込みを感じる、うれしい内

容です。 

 ◆総会・役員改選など 

 本来、昨年の総会で、役員改選の予定でしたが、総会

の未開催で、従来の役員のまま、今日に至っております。

次回の総会では、役員の改選があります。次期役員の皆

様に、バトンタッチをできればと考えております。 

 在任中は、会員の皆様に、多大なご協力をいただきま

した。協力に役員一同、感謝申し上げます。ありがとう

ございました。 

 

ご 挨 拶  

関東徳高会第 14 代会長  福田 毅雄             

第 13 期生 

新型コロナウイルスの感染拡大

を受け、職場や家庭生活に多大な困

難を余儀なく強いられている今日で

すが、会員の皆様は如何お過ごしで

しょうか。私は昭和38年卒（13期

卒）で犬田布中学出身です。 

高校時代の当時は小林旭・石原裕次郎の映画が毎月上

映され、学校では禁止されていましたが、映画館の前に

立つ担任の目をうまく搔い潜ったつもりが翌日呼び出さ

れ、お灸をすえられた思い出があります。その映画の大

都会の様子に憧れ、前回の東京オリンピック前年に卒業

と同時に上京し、毎日アルバイトに追われつつ大学を卒

業しました。そのアルバイト先の社長が大学の先輩で、

社長の人柄に惹かれていたこともあり、卒業と同時に請

われて正式に入社し、埼玉・群馬の支店勤務を経て、昭

和49年に社長の急逝により、遺族より会社経営を依頼さ

れ、平成20年まで勤めてきた次第です。 

 関東徳高会との関りは昭和47年頃からと記憶してい

ます。当時は徳高同窓生の上京は少なく住所の把握も困

難で総会出席会員は、４～５０人程度でした。 

役員会は３回卒の麓 高明弁護士事務所で６時から１～

５期卒頃の先輩方が中心で７～８人で８時まで、打ち上

げは５分程歩いて、島料理店の たかぐら（花徳出身の

上野氏経営）で１１時頃まで。関東徳高会の基礎を築い

たのは、初代会長の米田實先輩、２期卒の牧山二郎先輩、

３期卒の麓高明先輩、私の同期の寿洋一郎君等々であっ

たと思います。以後は歴代の会長・幹事長が会を率先牽

引し、今日の関東徳高会の隆盛につなげて来た創意とご

尽力に敬意を表します。 

 母校徳高は時代に添い、生徒数の減少は致し方ないと

して、最近の大学進学率・スポーツの文武両道の活躍ぶ

りは、目覚ましくうれしい限りです。 

 おわりに、東京オリンピックが無事に開催され、コロ

ナワクチンの接種で感染が収束に向かうことを願い、関

東徳高会の益々の盛況と会員各位のご健勝、ご活躍を祈

念致しています。 

 

【徳之島高校 玉利博文校長より】 

 

 拝啓  

 初夏の候、関東徳高会会員の皆様におかれましては、

ますますご清祥のことと存じます。令和三年度、鹿児島

県教職員人事異動により、徳之島高等学校・校長に就任

いたしました。 

 令和２年度から実施している『地域との協働による高

等学校教育改革推進事業』は，地域の方々の御理解と御

協力をいただきながら，地域の魅力などを生徒自ら調

査・研究し，発表するという素晴らしい取組です。この

取組の研究成果をさらに深く考察し，世界に向けて発信

出来るような内容に高め，海外の生徒とも議論できるよ

うなスキル（即ち情報の収集力・発信力）を身につけれ

ば，将来の大学等への進学や就職に大いに役に立つとと

もに『生きる力』＝「自分で稼いで飯を食う力」になる

と私は確信しています。  

  本校は，生徒の命と安全を最優先に考え，社会生活に

必要な三原則「時を守り，場を清め，礼を正す」の教育

理念のもと，「文武両道」を維持しつつ，『生きる力』の

育成に全職員一丸となって取り組んでいきます。 コロナ

禍の厳しい環境ですが、後輩たちへの激励やご支援を賜

れば幸いです。 

 貴会の一層のご発展を心からお祈りいたします。 

敬具 

 

 

  

 

 

 

 

 

玉利博文校長（令和3.4.就任） 

 

 

 

 

 

【関東徳高会総会報告】 

〇 総会開催は残念ながら中止！ 

 令和3年度の「関東徳高会総会」は、昨年に引き続き  

新型コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。

来年度こそは例年どおり開催できることを願っています。 

 

 

 

【母校・同窓会本部便り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 令和2年度部活動大会報告 

◇ 野球部 

   大島地区大会 優勝 

◇ バレーボール部（男子） 

大島地区大会 ３位 

◇ バレーボール部（女子） 

大島地区大会 優勝 

◇ 卓球部 

大島地区大会 【団体】優勝 【個人】準優勝 

◇ 剣道部 

大島地区大会 【個人】優勝・準優勝 

◇ 空手道部 

大島地区大会 男子団体組手・形 優勝 

       男子個人組手・形 優勝 

       女子団体組手・形 優勝 

県新人大会  男子団体形    優勝 

       男子個人形    ３位 

       女子団体形    優勝 

       女子団体組手   ２位 

       女子個人形    ３位 

◇ 美術部 

第19回奄美を描く美術展 優秀賞・ヤング賞 
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〇 徳高空手道部が全国大会34回連続出場 

 空手道部が、毎年

3月恒例の「全国高

等学校空手道選抜大

会」に連続34回目

の出場を果たし、歴

史の新たな１ページ

を加えました。久々

の東京大会でしたが、コロナ禍で、引率教員、大会出場

関係者のみの会場入りという異例の大会で、観戦できま

せんでした。大会直前、会を代表して、選手団への激励

挨拶に宿泊先を訪問いたしました。 

 

 

〇 「令和3年度鹿児島県高校総合体育大会」 

・空手道部  九州大会（７月・大分県）出場決定 

 男子個人形４位 牧山浩史郎選手 

 女子団体組手（準優勝） 

決勝（右・牧山選手） 

 

 

 

〇 「春季大島地区高校野球大会」令和3.6.2 

・野球部  2季連続優勝  

 準決勝  徳之島10－3 沖永良部 

 決 勝  徳之島  7－2 大島 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会員便り】同期会などの会員便り投稿お待ちしています 

〇 物故会員 

 謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 ・矢嶋（諏訪）和義さん  （昭和44卒） 

・永喜康仁さん      （昭和52卒） 

 

【ふるさと関連便り】 

 (写真：３ｹ町広報紙・郷土紙他) 

〇 世界自然遺産登録へ 

 IUCN（国際自然保護連合）が「奄美大島、徳之島、

沖縄島北部および西表島」の世界自然遺産登録を「適当」

と勧告。正式登録へ期待。 

 

〇 「希少野生動植物盗採・盗掘防止パトロール」 

・GW恒例のパトロール 

環境省、林野庁、県、３町、徳之島地区自然保護協会・

会員ら20名が参加して実施され、島外からの、来島

者などの盗採・盗掘防止に貢献。 

 

〇 夏祭り コロナ禍で２年連続中止 

 ・徳之島町どんどん祭り 

 ・あまぎ祭り   

 ・伊仙町ほーらい祭り 

 

〇 手々集落・県知事表彰 

 鹿児島県共生・協働の農村つくり運動「農村集落部門」 

 ・伝統文化の継承「ムチタボリ」（町無形文化財） 

 

「ムチタボリ」 

 

 ・小中学校との連携「ふるさと留学生」を島外から 

手々小・中への受入 

 ・農作物被害防止、農地の荒廃防止の共同活動 

 

 

 

 

 

 

 

【会務報告】 

 報告期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 

R2.7. 7：会員・告別式       ・・・藤岡市 

R2.7.21：会員・告別式       ・・・品川区 

R2.7.23：役員会       ・・・同窓会事務局 

R2.7.27：「会報」発送      ・・・大宮郵便局 

R3.3.23：空手道部・表敬訪問 

・・・ホテルメトロポリタンエドモント東京 

 

【会計報告】 

報告期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 

上記の通り仮報告いたします。 

正式には会計監査を経て改めて報告いたします。 

     関東徳高会会長 松山 哲則 印 省略  

 

 

〇 結心会 

 ◆地元の同窓会 

 徳之島高校、徳之島農業高校の統合前の「蔵越会」「緑

友会」、統合後に発足の「結心会（ゆうしんかい）」があ

ります。関東徳高会の会報をお送りしたところ、高校統

合から、10年余を迎えた地元・同窓会「結心会（ゆうし

んかい）」（南会長）から、会報（会計報告含む）をお送

りいただきました。 

 

 

 

【あとがき】 

新型コロナウイルスの収束が見通せず、今年の総会も

残念ながら中止となりました。 

医療従事者やコロナ対策に奔走している方々に感謝し

つつ、個人的には基本的な感染防止対策を取りながら、

早く平穏な日常が取り戻せることを願うばかりです。 

(文責：牧 秋雄) 

 

 

 

収入（円) 支出 (円) 

前期繰越金 471,159 総会･懇親会費 0 

総会会費 0 役員会議費 4,000 

総会寄付金 0 通信･消耗品費 126,104 

来賓祝儀 0 郷友会慶弔費 15,000 

運営協力金 0 雑費 0 

本部支援金 0   

役員会余剰金 0 （小計） 145,104 

利息他 雑収 0 次期繰越金 326,055 

収入合計 471,159 支出合計 471,159 
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